
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２3．12．7        北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO.37 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3 丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 
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不登校の小・中学生は、全国で約２９万人となり、前年度に比べて２割以上増加しています。北九州市に 

おいても年々増加しています。子どもたちが学校に行けなくなる原因は、「校則が窮屈」「先生と信頼関

係がつくれない」「友達関係が上手くいかない」「勉強が難しい」など、『学校』での集団生活のストレスや 

家庭環境からのストレスもあり、大変幅広くあります。様々な原因に対応した、その子にあった『学ぶ場』が必要です。 

北九州市では、不登校等支援センターが統括する「教育支援室」や「未来へのとびらオンライン教育支援室」、 

小中学校内での「ステップアップルーム」の設置、「不登校状態の子どもに寄り添った次への一歩応援事業」 

など不登校の児童・生徒にとっては、選択肢のある不登校対策が進められてきています。しかし、中学校を 

卒業すると受けられない支援があります。 

11 月 26 日(土)、門司倶楽部において、小宮けい子後援会総会が 70 名をこえる「サポー 

ター」を集め、開催されました。元北九州市教組執行委員長であった小宮敬子さんを市教組と 

退教が全面的にバックアップし、北九州市政に送り出したのが 2021年の 2月でした。それ以来、学校

現場の業務改善、教職員の働き方改革、フッ化物洗口問題、不登校政策、学校事務補助廃止問題等、

たくさんの教育関係の質問を市議会でしていただきました。北九州市民のために全力で取り組んでい

る小宮さんの活動の一部を「総会資料」と「小宮ニュース」より転載します。 

不登校対策について公的な
学びの場を優先すると、経済的
な理由でフリースクールに行き
たくても行けない子どもたちが
出てきます。すべての子どもた
ちの学びの場を保障するために
経済的な支援を今後もうったえ
ていかなければなりません。 


